
■第２次宇陀市総合計画基本計画（案）パブリックコメントで寄せられたご意見
用紙№ 項目No 頁 項目 ご意見

1 1 P10

医療制度の充実
前市長の時に作った宇陀市立病院は別名「無駄腰痛医療所」といわれる。現在一刻を無駄に出来
ない病気、けがで救急車を呼んでも八木か天理に運ばれ家族が介護にゆくのにも苦労する。早急
に急患に対応できる病院にしてほしい。

1 2 P45

健全な行政運営の推進
宇陀市に宿泊施設をつくろうというバカげた構想に髙見市長さんは反対している。全く正しいことで
あり、支持します。アメリカのトランプがオバマのした施策をことごとくくつがえしています。髙見市長
も前市長のしたあやし気な政治とはいえない宇陀市を無駄市にした後始末とかつての生駒市の中
本市長や酒井議員らに対して当時の山下市長がやったことを見本にボスの存在を許さない市にし
てほしい。

2 1 P７
「結婚・出産・子育
て世代への魅力
ある支援の充実」

教育面について、格差に影響されない教育水準の確保は難しいのでしょうか。
例えば、習い事や塾などはお金が無いといけません。学校などでの教育は同じレベルで受けられ
ますが、「働く」ようになった際の職種は、学校教育以外の部分で広がっていると思います。

2 2 Ｐ９
「地域医療体制の
充実」

人材として不足しているのは医師だけではありません。住宅・病院・施設などの現場では医療・介護
従事者も不足しています。医師は確保も難しく必ず必要な存在ですが、実際に現場で支える方も必
要です。人材確保も重要なことですが、加えて教育水準や質の向上も合せて目指していただきたい
と考えています。
「宇陀けあネット」については、市内の病院・施設・事業所は加入を義務付け、必要に応じて周辺市
町村や病院や施設など宇陀市民の方の利用割合が高い病院等の加入も柔軟に考えていただきた
いです。

2 3 P13
「移住・定住の促
進教科」

古民家への移住の促進などはされる予定はあるのでしょうか。耐震問題などあり、市としてすすめ
ることは難しいのでしょうか。移住者の方は、宇陀に田舎暮らしを求めてこられる方が多いのでので
はないかと考えますが、現状、若い方たちはローンが組めない古民家を購入できません。その部分
を市で補助していただけると移住者も増えるのでは。

4

2 5 P1７
「災害に備えた安
全・安心のな暮ら
しの実現」

災害発生時の対応を行政の方だけに任せておくことは不可能です。地域での助け合い、市民の
方々それぞれの意識の向上を目指していくことが必要ではないでしょうか。消防団等が行う、地域
での訓練等も定期的に実施していけたらと思います。

2 6 P19 「活力あるまち」
若者も意識した情報発信が必要ではないでしょうか。そのためにはアピール方法の検討も必要で
はないかと思います。写真はどなたが撮られているのでしょうか。写真の撮り方、見せ方も重要で
はないでしょうか。

2 7 P27
「観光戦略の推
進」

美榛苑の問題もあるとは思いますが、泊まっていただく場所というのは宇陀独特で宇陀で泊まりた
いと思っていただくことが必要であると思います。ただでさえ奈良県への宿泊客は少ない状況です。
その中で単純に大きな保養所を作るだけで外から宿泊客は来てくれるのでしょうか。それよりも、古
民家を活用した宿泊施設の作成などの方が宇陀の魅力を活かせ、「宇陀に泊まりた」につながるの
ではないでしょうか。

2 8 P29
「人権を大切にす
る共生のまちづく
りの実現」

この部分は特に大人に対して実施していただきたい部分です。大人が偏見を持っており、それを子
供に伝えています。

2 9 P31
「子どもたちの教
育環境の充実」

この項目はもう少し優先順位を上げて考えていただきたいです。介護・医療面など直近の課題も重
要であると思いますが、子どもたちがどのように成長していくかで宇陀市の未来も変わってきます。
グローバル社会がさらに発展して、宇陀だけにとどまる子たちも少ないと思いますが、その中でも
「人生の拠点」が宇陀となって活躍してくれる子どもたちになるような教育方法を確立いただきたい
です。教育格差についての問題もその一つです。

2 10 P37
「自然豊かなま
ち」

宇陀市の売りはここだと思います。移住者の多くはここに魅力を感じているのでは。
移住者の方も含めて、この部分の市外へのアピールが必要ではないでしょうか。

2 11 P41
「公園・緑地の整
備・活用」

全体的に公園のクオリティが中途半端であると思います。アニマルパークももう少し、いい意味で
「派手」さを出していくことも必要では。

2 12 P43
「市民と行政の協
働のまちづくり」

もっと若者が参加するように良い方法はないでしょうか。興味を持ってもらう取り組みも必要かもし
れません。

2 P15
「公共インフラの
接続的な整備・維
持・活用」

自動運転システムの導入も近年中に実現するのではと思いますが、それを活用した高齢者等の移
動手段の確保に取り組んでいただきたいです。それまでの期間においては、特に食料品・日常品な
どの移動販売は行えないでしょうか。
「うだチャン」については、タイムリーな情報提供を早急に実現していただきたいです。ネットが普及
していますが、高齢者の方々はTVから情報を収集されている方がほとんどである為、宇陀市民の
情報共有の方法を「うだチャン」で行えるようにすることも必要ではないでしょうか。
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用紙№ 項目No 頁 項目 ご意見

2 13 P49
「地域力の再生・
強化」

今まで頑張ってきていただいた方々、それらによって今の素晴らしい宇陀が有るのだと理解してい
ますし、感謝しています。しかし、これからの時代の流れは本当に激しくなるでしょう。移住者の方々
も受け入れていかないとなりませんし、日本からだけでなく外国からの移住者も来られることでしょ
う。そんな人たちの文化や新しい考え方を受け入れることで、取り入れていくことで更に良い宇陀に
なっていくのだと思います。「今まで上手くいっていたから」、「ずっとこのやり方だったから」、「そん
な変わったことを」では、これからの時代にはついていけません。便利な社会にただ流されていくこ
とが良いわけではありませんが、時代の流れを知り、その中で宇陀としてどのようにしていくことが
良いのか、もっとみんなで考えていけたら良いのになと思います。

3 1 P16
（３）施策③安心・
安全な上下水道
の維持整備

また、下水道施設整備を計画的に進めると共に、とありますが、（意見）私の住む下井足庄屋出垣
内にまだ下水道施設がありません、住民より下水道施設整備してほしいという要望がありますので
下水道課に相談したところ、予算がないので出来ませんとのことで、4年間ぐらい整備計画がありま
せんとのことと担当者は答えています。下水道施設整備計画を具体的に発表して、宇陀市民に御
提示し、早急に実施して下さい。絵に書いただけではダメです。よろしくお願いします。

3 2
P27・
28

３．５観光戦略の
推進

民間事業者と連携したPR等を戦略的に実施して、観光誘致行い、地域の活性化を目指します。と
有りますが、（３）②温泉を活用した観光施設の充実として、天然温泉のある「保養センター美榛苑」
や「大宇陀温泉あきののゆ」等の温泉施設が連携してPRを図り個性的で魅力ある取組みを進めま
すとありますが（意見）「美榛苑」は指定管理者が今は未定である。集中投資で、宇陀市に全国に一
番の宿泊施設「美榛苑」の整備又は新設を早急に整備されることを要望します。
③観光誘客の活性化
観光協会や宇陀商工会と連携し、とありますが（意見）観光ボランティアと観光協会（人）の協力と、
観光ボランティアと観光協会、宇陀商工会の協力と学習会を実施されると良いと思います。

4 1 P27

①電動自転車の活用とその活性化
現在の無駄に近い電動自転車は、宇陀市のような里山で広域な観光資源を有する市においては
非常に便利で、バス路線の貧弱さをおぎなうための有効であるが、利用者が少なすぎる。その理由
として何度か利用した者には良く解る。まず料金が高すぎる（2時間千円、4時間2千円）そのわりに
アシストの可能時間はせいぜい1時間30分前後であった。あとは重い自転車でしかない。見たい所
を自由に動きまわるには自転車を返す場所だけでなく、交換バッテリーの無料ステーションが確保
できなければ意味がないのである。せっかくのロケーションの良さと点在する観光資源を生かすた
めに低料金で体感できる若者にアピールするためにも必要ではないだろうか。

4 2

②寺院（宿坊としての活用）
　当地ならでのインバウウンド宿舎を考えてみたい。檀家の減少で悩む各地域の寺院が思いきって
宿坊を開設し、宇陀市の泊まれるお寺マップを作成して内外の日本文化を体験したい旅行者に解
放する。室生寺だけでなく、宇陀には自然環境にめぐまれた寺院が多数存在する。檀家が金銭的
な支援でなく、サービスを提供して自分の寺をささえていくのも一案と思う。この事は各寺の方針を
尊重し、その寺にあった旅行者を紹介するサポートが必要であり、国際協会やボランティア協会の
協力が必要だが、寺院に泊まるという体験は、観光客にとって貴重なカルチャーショックと同時に日
本文化を実感できる深い旅行体験であろう。

5 1 P22
雇用・イノベーショ
ンの創出

自治体主導のIoTネットワーク整備
LPWA（低消費電力・遠距離通信技術）＜Sigｆox,LoRa等>を市内で使用できる環境を全国に先駆け
て整備

P23～農業・・・温度・湿度等の定期的モニタリングによる効率化、生産物の生育に最適な環境を整
えること
　　　　　　　　　で品質と収量のアップ
P17　 防災・・・河川の水位や、環境汚染モニタリングなど
P11   暮らしやすいまち・・・児童や高齢者の見守り、スマートシティやフィットネスなど

こういった技術は田舎は後回しなのでなるべく早く恩恵を得られると良いと思う。　参考　福岡市、藤
枝市

6 1

歴史の街　宇陀市を構築する
　神武登臨以来（古事記、日本書紀）
古代大和は宇陀から始まり、宇陀がなければ大和王権はなかった。
（狩場、薬狩り・・・・・水銀
（東の野にかぎろひの立つ見えて帰り見すれば日頃きぬ
神武は熊野→吉野→宇陀→橿原に到達の歴史、古代より重要な地であった宇陀の検索
歴史研究家、見識者、学者等の力を借りて宇陀の歴史を
①掘起こし、大編集し、資料、絵画、文献、作品、出土品、・・・・・等の展示→歴史資料博物館
②ＣＧによるパノラマ、大画面による放映、パノラマ館
③インターネット、ホームページ等による観光客へのＰＲ
④まずは宇陀の古代からの歴史に興味をもってもらい続いて現在の観光スポットも案内する。

歴史の街、観光の街の２本立ては観光客の皆様に来てもらう最大のおもてなし。
結論、明日香に負けない歴史を何故、全市の皆様に市って頂かないのか！
国は大和より始まり
郡は宇陀より始まった。
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6 2

Ｂ観光客の案内
   (駅、ターミナル---------------------------- 案内パンフ
   (名阪国道からの客、針インター道の駅----------案内パンフ
　 （長谷寺、室生寺---------------------------案内パンフ
   (明日香、多武峰--------------------------  案内パンフ
   (近畿地方道の駅-------------------------- 案内パンフ
   (旅行会社、観光会社----------------------- 案内パンフ

観光案内パンフは(松阪市のもの参考)近畿地方地図入りで宇陀市を示す。宇陀市観光コース写真
入り
　　・尚、明日香の御客様の案内の為明日香の地に、宇陀市への案内看板を設置
　　・大峠トンネルからは宮奥地区観光バス整備必要
〇観光バス、自動車
　　・明日香→多武峰（談山神社）→大峠トンネル→宮奥→大宇陀道の駅→市内観光（重伝建松山
まちな
　　　みアニマルパーク、室生寺、他）　桜のシーズンはそれぞれ
〇例　大宇陀地域事務所、公民館等を改修して(歴史資料館・パノラマ館）展示館、観光館で客をも
てなす。
〇観光案内パンフを広域に配布
〇観光案内ホームページ整備する

6 3

7 1 P3
ウェルネスシティ
宇陀市

議会で計画策定等の費用４００万円が否定されたが全く納得できない！他の２件の議会否決につ
いても再検討すべき。私情をはさんだ議決は許されない！！

7 2 Ｐ９ 医療

常勤内科医師を増やしてほしい。優秀でよくみてくれる常勤内科医師がいないと骨折などで手術が
必要な際、担当の非常勤内科医師の判断まで待たされる間、１０日以上手術ができず不安がつ
のった。母は９月６日（木）に緊急搬送したのに１８日（火）まで手術してもらえなかった。よって回復
がおくれている。（寝たきり期間がのびるから）
内科入院でも療法士による充実したリハビリをして下さい。国保中央病院（田原本）では、朝、昼２
人によりしてくれてしっかり回復した！

7 3 P41

大きな公園はもういらない。宿泊施設も修復して使えばよい。ただし、ひのき坂との境界部分は市
有地を放置したので土砂がくずれ、桜の木々が枯れている。この部分は髙見市長がいわれている
ように縮小部分として防災のための整備と美観の改善が市の責任で必要！トタン壁もはずしてくだ
さい！

針 名阪国道観光バス

観光客 ルート

桜井・長谷寺 室生寺・名張
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針 名阪国道観光バス

観光客 ルート
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多武峰
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8 1
丹波市及び篠山
市を訪れた時の
感想

妻と一緒に訪れた時の感想ですが、第一に街に活気があることです。毎月1～2回イベント開催が
あることもあり、観光客かもしれませんが若い人が目立ちます。二つ目は道の駅や農産物直売所
に立ち寄った時の感想です。農産物は、どれも形や大きさ、色など優良品ばかりで、価格も少し高
めでした。地域ブランドを守るために良い農産物しか並べていないように感じられました。ここを訪
れた観光客に京阪神の地元のスーパーで、丹波市や篠山市の農作物を安心して買ってもらおうと
いう戦略のように感じられました。また、農作物の加工品が非常に多いことに感激しました。これ
は、6次産業に携わる人も多いということです。
農地の景観にも配慮されており、宇陀市のような檻の中で農作業をするような感じはありませんで
した。最後に、食事に立ち寄った篠山市の店でのことです。店のスタッフの方は、地元農家からお米
30キロ袋を12,000円(丹波市は10,000円～)で買っておられるそうです。お店の方は、「少し高いよう
に思うけどこの辺りでは相場だと思う。それに、安かったら農家もダメになるし農家の若い人もいな
くなる。」とおっしゃっておられました。宇陀市では、30キロ袋で7,500円～9,000円です。このことは、
丹波市・縫山市は地域全体で郷土のブランドを守ろうと行政主導で進められてきたことが、住民の
理解を得ているように考えられます。自分たちの町を次の世代に残していきたい。そのために、お
互いが利益のある共存共栄の道を進んでいるように感じられます。その原点は、住民の丹波市・篠
山市のブランドに対する誇りにあると思います。丹波市・篠山市というブランドにより、若い人はとど
まり、他地域の人が移住してきています。このブランドは、数十年かけて作り上げられたものです。
宇陀市にもすべての住民が誇りにもてるブランドがあればと強く感じました。

8 2 P40

(2)豊かな地域資
源の活用や情報
発信を通じた関
係人口の確保
(40ページ観光に
も)

情報発信につい
て

昨年度の外国人観光客2,700万人(1位台湾283万人、2位韓国276万人、3位中国241万入、4位香港
93万人、5位アメリカ89万人、6位タイ66万人、7位オーストラリア、8位マレーシア25万人、9位シンガ
ポール23万人、10位イギリス22万人)
これだけ多くの外国の観光客が日本を訪れてくれているのに、宇陀市ではあまり見ません。お盆休
みに、和歌山県の高野山を訪れた折には、欧米系の観光客が観光客全体の6割以上であった様に
感じました。(中国系の観光客は、少なかった。)
外国人観光客は、地元に多くのお金を落としてくれます。様々な情報発信や道路標識・観光案内
(パンフレット、観光地の説明看板など)の外国語表示が必要だと思います。外国人観光客が宿泊で
きる施設も必要です。現状の美榛苑では、外国の方は満足しないのではないでしょうか。美榛苑問
題で議会が紛糾しているようですが私は、地元の人の働く場所として、また地元食材や地元に落ち
る税金、観光客が落としてくれるお金など、効果が見込めることを考えると早く美榛苑を新築してい
ただきたいと思います。

8 3 P40
(3)子育て・教育環
境の充実

子育てをしやすい街にして頂きたい。高齢化社会により高齢者への負担金が多くなっていくと思わ
れますが、街を維持していくには若い人は最重要です。高齢者の予算を少し減額してでも将来の街
の存続を一番にしてほしいと思います。東大卒の高見市長ならではの、思い切った教育方針を打ち
出してはどうでしょう。また、子育てにかかる費用をできるだけ補助し子育てのしやすい街をアピー
ルして若い人の流出を止め、他から移住してもらえる街づくりの施策を打ち出して頂きたい。
将来ITOが進めば、会社に毎日出勤しなくても自宅で仕事ができる時代が来ることが予想されま
す。子育て世代に方には、自然豊かで交通アクセスのよい宇陀市は最適です。
小学生から地元の良さを知ってもらい郷土愛を育む授業を設けるのもどうですか。

8 4 P41
6. 宇陀市の課題
6.4 産業振興

宇陀市(室生を除く)においては、調整区域が多く産業発展の妨げとなっているように感じます。榛原
中心付近に、工業地域や準工業地域を設けて頂きたい。

8 5

最後に私どもで進めている事業について
「米のブランド化による農家の所得向上」
平成27年より本格的にスタートし、毎年1～3回兵庫県篠山市より講師を招き勉強会「大和高原土づ
くり勉強会」を開催しています。昨年度は米・食味鑑定コンテストに24名出品し9名の方々が難関の
一次審査を通過しました。今後は、地域の自然豊かな特性を生かしながら、コンテストで全国の上
位を目指していきます。
将来的には、お米で全国に知名度を上げることで、ここで栽培される他の農産物にも良い効果が
出、評価と共に高値での取引が可能になればそのブランドカで収益力のある6次産業が進み、若い
人の働く場所が確保される。これは篠山市がビジネスモデルで、現在に至るまで数十年かかってい
る。宇陀市は、京阪神や中京地区からも近く、南阪奈道路の延長、その他幹線道路の整備、美榛
苑の新築など条件を整えれば可能だと考えます。
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用紙№ 項目No 頁 項目 ご意見

9 1
2.1みんなが住み
よいまちづくりの
実現

今後さらに増加する高齢者、高齢者のみの世帯、一人暮らしの高齢者。私ももうすぐその一員とな
りますが、高齢者が自宅で生活する上で切実に望むことは何か。.この点を明確にして対応すること
が必要。

9 2
2.2移住・定住の
促進強化

基本計画なので具体性に欠けるのかもしれないが、どの程度の移住者を実現すればよしとするの
か。現実の移住希望者は宇陀市に何を望んでいるのかといった調査はなされているのか。施策は
移住者の望むものを明らかにすることなしに決定できない。
本市の人口動態が掲載されているが、移住の潜在需要はどの程度あるのか、どうすれば移住が実
現するのかについての検討が必要だと思います。

9 3
3.5観光戦略の推
進

宇陀松山・重伝建地区に歴史的な風景を求めて観光客が増えていますが、はたして繰り返し訪問
してくれるでしょうか。農業体験、林業体験など「宇陀での体験Jによって宇陀の生活を知ってもらう
ことが、移住にもつながる、リピーターの増加にもっながるのではないかと思います。登山ガイドや
サイクリングガイド、ランニングガイド、ネイチャーガイドなども需要があるのではないかと思います。

9 4 結論
本基本計画(素案)は宇陀市の問題をよく網羅していますが、私の理解不足かなにがどう
なるといったイメージが湧いてきません。宇陀市民としてはより具体的な施策の提案を期
待したいです。

8 6
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